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医療先進国の日本で
結核は

どうしてなくならないのか？

見つけにくい？
気づきにくい？

時々起きる集団感染
（クラスター）



結核って、昔の病気？

今も流行っているの？

全体の患者数は減っているが
高齢者の患者数は増えている



五千円札の樋口一葉
俳人の正岡子規
新撰組の沖田総司 など
「となりのトトロ」

に出てくるお母さんも

結核 でした

以前は、結核とは言わず 「肋膜炎」、「肺浸潤」
などと言っていた。

広く蔓延していたために「国民病」とも言われていた。

結核は、昔から今日まである病気です！



日本の現状は・・・
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日本における結核罹患率の推移

日本はやっと
2021年
世界的に

低蔓延国になった

福島県は、
全国平均より低い罹患率



日本国内での結核罹患率は

西高東低

大阪を中心に、
西日本が高い傾向にある

東北地区は、全体的に低め

政令指定都市を中心とした
「大都会」は高く、

また、若い世代の罹患率も高め

日本国内での結核発生の割合
（結核罹患率）



登録される新しい患者の６割が

７０歳以上！

ところが、

高齢者の結核 は増えている





1960 1980 2000 2010 2020

10歳 11.8 1.6 0.6 0.5 0.3

20歳 39.9 7 2.2 1.6 1.1

30歳 69.9 21.6 4.8 3.3 2.4

40歳 83.6 47.3 9.8 5.4 3.7

50歳 89.2 72.3 23.2 10.4 5.8

60歳 92.8 84.9 48.4 23.7 10.8

70歳 95.2 90.1 72.9 48.7 24.1

80歳 96.8 93.4 85.2 73 48.9
高齢発症は、ほとんどが若年感染後の再燃！

高齢者は、



結核で亡くなる人は減っている
が

亡くなる人は高齢者が多い

合併症も多く
治療が難しい・・
コロナと同じ



外国人結核は年々増加

若い人の結核は、
外国人結核の占める割合が増加

外国人結核は増加傾向

減少傾向にある
日本の結核対策は、

高齢者結核と外国人結核に
絞られてくる




